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１．基本的な情報について
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展開している ESG に関連する事業について
背景︓2009年にESG分野で実績があるAsset4社を買収して以来、積極的にグローバルのESG関連データの収集や
分析に⼒を⼊れています。また、最近のESGへの潮流においては、例えば世界経済フォーラムや国連と共にフューチャー・
オブ・サステナブル・データ・アライアンスを設⽴するなど、グローバルレベルで各種機関との連携を図っています。
目的︓サステナブル投資、サステナブルファイナンス、そしてESG経営やパリ協定に沿った気候変動対応に向けた企業の
ESGへの取り組みを、開⽰情報から定量的に評価し分析可能なデータの提供により⽀援する事
プロダクツ名称︓Refinitiv ESG Scores
内容︓企業の開⽰データに基づき、企業セクター間（EとS）および設⽴国間（G）での企業の相対的なESGのパ
フォーマンスを比較することで、

1. ESGスコア
2. 3つのピラースコア（環境、社会、ガバナンス）
3. 10のカテゴリースコア（排出量、製品責任、イノベーション、⼈権、株主など）
4. 不祥事スコア …企業の経営に悪影響を及ぼす重⼤なESG絡みの企業不祥事ニュースから算出
5. 総合ESGスコア …ESGスコアに不祥事スコアを織り込んで算出

のスコアを定量的に算出・提供します。また、スコアのみならず、
1. スコア算出元の500以上の指標データ（CO2排出量、⽔資源の効率的利⽤に関する⽅針の採⽤有無な

ど）
2. 指標データ抽出元のソースデータ（CSRレポートURL、該当⾴・段落情報など）
3. 指標データからスコア算出時に⽤いられるスコアリングメソドロジー

も併せて提供することで、高い 透明性と客観性を担保しています。格付け対象企業は世界1万社以上（主要株式イ
ンデックスの構成銘柄）に及び、2002 年に遡って時系列データをご利⽤いただけます。
フィーの負担者︓弊社プロダクツ利⽤者（発⾏体、⾦融機関問わず）

⻘︓⾦融庁様 事前質問
⿊︓弊社回答・説明
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２．サービス提供のあり⽅等
について
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評価手法の透明性確保の取組みについて
弊社ESGスコア算出には企業の統合報告書、CSRレポート等の開⽰情報よりESG指標データを抽出し、弊社ウェブサ
イトでも公開しているメソドロジーに沿ったESGスコア・ESG指標データの算出・提供により出来る限り透明性の確保に努
めております。

リソースの確保などを含むデータや評価手法の品質確保のための取組みについて
弊社ESGスコアの算出において、企業開⽰情報から収集した企業ESG指標データを、各リージョンに在籍する計360⼈
以上の評価⼈（アナリスト）がデータ品質チェック、分析、評価、算出をしております。

潜在的な利益相反の低減・管理について
上述の通り、弊社ESGスコアの算出は公開情報に基づき公開メソドロジーに従った算出に努めており、企業へのエンゲー
ジメントやヒアリングプロセス等の定性プロセスを排除した定量評価データの提供に努めております。

評価企業とのコミュニケーションについて
弊社ESGスコアの算出プロセスにおいて企業様と直接のエンゲージメントやヒアリングプロセス等の定性プロセスは御座いま
せんが、企業様よりお取組みの内容に関して弊社のESG Contribution Toolというツールを介して開⽰頂く機能が御
座います。

⻘︓⾦融庁様 事前質問
⿊︓弊社回答・説明
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３．その他、弊社⾒解につい
て
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⾦融庁の専⾨分科会において、ESG評価・データ提供機関の⾏動規範や、企業・投資家等の役割以外の論点などが
あれば

⼀般的に、ESG評価は、年⾦など⾦融プロフェッショナルによる利⽤だけではなく、銀⾏の投融資活動などを通じて、企業
活動⾃体にも適⽤されるケースが出てきています。また、各⾦融機関はローデータを⽤いて、さらに各社の基準による
ESG評価を⾏うなどの幅の広がりが⾒られます。旧Liborのような恣意性が⼊る余地は⼤きくないであろうものの、⼀連の
Libor改⾰によるベンチマーク化に近い性質の⾏動規範の確保は必要となってくるのではないかと考えています。⼀⽅で、
数百項目にも及ぶローデータレベルと、さらにそこからくみ上げる、レーティングレベルにおいて完全にマネージすることは難し
く、⾏動規範のレベルでの統制により、恣意性の排除を目的にすることをターゲットにするのが現実的かと思われます。

市場全体が健全に発展していくためには、評価機関・データ提供機関のみならず、サービスの利⽤者である投資家や、
評価やデータの対象となる企業が果たすべき役割も重要と考えられますが、こうした観点からコメントがあれば

前問に通じるところがあります。例えば、⾦融ベンチマーク改⾰に照らし合わせると、データ公表主体が、各上場企業（ま
たは温暖化効果ガスのサプライチェーンまで考慮すると、各取引関連会社）となるため、企業全体に対するデータ開⽰に
関する⾏動規範をどこまで課すことができるのかという点にチャレンジが残ると考えられます。会計監査企業による⾏動規
範というアプローチは想定できるものの、第3者データにより客観的、且つ、上書きできないようなデータを⽤いて企業発表
の内容の裏付けを取れるような仕組みづくりも重要なのではないかと考えます。また、当然ながら、各企業における情報
開⽰の取組みを促進できるような取組みも必要と考えています。

⻘︓⾦融庁様 事前質問
⿊︓弊社回答・説明
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Refinitiv ESG Scores 概要 (1)

500以上の指標を3つのピラーと10のカテゴリーに集約

ESGスコア︓3つの各ピラーに分類される指標から算出
ESG不祥事スコア︓23の不祥事指標から算出
ESG総合スコア︓ESGスコア + ESG不祥事スコア

10,000社以上 ・時価総額の 80% ・ 76カ国 をカバー
16種類 のスコアと 500以上 の指標を提供
2002年 からの過去データを提供（約1,000社）
スコアリングメソドロジーを公開し、 透明性 を担保
360人以上 の専任アナリストによるデータ収集・クレンジング

企業ESGスコアとESG指標データを提供

ボトムアップで環境、社会、ESG不祥事は業種毎、ガバナンスは国毎の相対的パーセンタイル・ランク・スコアを算出

• スコア算出⽅法を開⽰、独⾃評価モデルの作成が可能
• 外れ値に強いパーセンタイルランクスコア
• 週次データ更新

主要インデックスの構成銘柄10,000社以上の上場企業をカバー

500

500
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Refinitiv ESG Scores 概要 (2)

360人以上の専任アナリストが公開情報を収集・検証し高品質データを提供

アルゴリズムと専門家のノウハウの両方を組み合わせてデータ品質を追求

5段階のスコア算出プロセスとメソドロジー公開による透明性確保

ESGスコアの元になるESG指標データが確認できる
企業開示レポートへの導線提供により透明性を提供

Sustainability and Financial Report

500

360
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